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7 月 29 日（月）、中学生体験入学が行われました。オンラインによる全体会は、学校

長の挨拶にはじまり、選抜試験や多部制・単位制、クリエイト工学科などについて説明が

ありました。その後、生徒会長のあいさつや生徒会の説明が続き、中学生の皆さんは各教

室で真剣に話を聞いていました。全体会のあとは、普通科とクリエイト工学科に分かれ、

体験授業、工学科の説明をそれぞれ受けました。 

 

 

中学生体験入学 
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7 月 26 日（木）、インターンシップに向けた結団式

が行われました。インターンシップに向けた心構えや、

社会人として求められる姿勢、諸連絡についてお話があ

り、生徒たちはメモを取るなどしながら真剣に聴きまし

た。式の最後には、代表生徒による決意表明があり、校

長先生から激励の言葉をいただきました。インターンシ

ップ先では、挨拶や礼儀作法をはじめ、社会人としての振る舞いを意識した誠実な態度が期待され

ています。わからないことや困ったことがあれば、担当の方に尋ね、

確実な対応に努めましょう。また、暑い日が続きます。熱中症にな

らないように、こまめに水分を補給するなど、体調管理にも気を付

けましょう。 

「生徒の皆さんが、ひとまわり大人になって帰ってくる姿を楽し

みに待っています。」（担当の先生のお話より） 

 

 

 

 

7 月 4 日（木）、三学年の生徒 83 名を対象に、主権者教育が行われま

した。生徒たちは、講義や模擬投票を通して、選挙に行く意義や投票率に

ついて考え、学びました。模擬投票は「未来の長野県知事」という設定の

下、実際に箕輪町役場で使われている投票箱が用いられ、入場券をもって

投票する生徒の姿からは緊張感が伺えました。模擬投票を行った感想をき

いてみると、原さん(3-1)は、「若者が投票しないと、自分達向けの政策

が作れないと学んだ。投票すればその意見が反映さ

れるので投票したいと思った」。小林さん(3-1)は、

「投票用紙を書くときは、字を丁寧に、頼むぞって

言う気持ちを込めた。将来の日本を左右する一

票だと思うと、社会貢献の気持ちになった。」

と答え、投票と共に一票の重みを感じ、主権者

としての責任を実感しているようでした。 

 

 

 

 

 

箕輪進修高校ホームページ 

httpｓ://www.nagano- c.ed.jp/minowa/ 
箕輪進修高校の情報が満載。ぜひご覧ください。 

学校に対するご意見・ご要望は、トップページの 

問い合わせメールに送信してください。           

 

 

インターンシップ結団式 

主権者教育～選挙出前授業～ 


